
特集  新設・改組のこれから

取材・文／本間学

　佐
賀
大
学
は
、
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
サ

イ
エ
ン
ス
分
野
に
お
け
る
国
公
立
大
学

初
の
教
育
組
織
「
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
サ

イ
エ
ン
ス
学
環
（
仮
称
）」
の
２
０
２

６
年
度
設
置
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス

は
、
化
粧
品
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
の

有
効
性
や
安
全
性
を
幅
広
い
視
点
か
ら

研
究
す
る
分
野
だ
。
理
工
学
部
と
農
学

部
を
中
心
に
全
学
部
が
連
携
す
る
。

　佐
賀
県
は
、
化
粧
品
産
業
を
集
積
さ

せ
、産
業
振
興
を
図
る「
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ

ク
構
想
」
を
推
進
中
で
、
自
然
由
来
の

化
粧
品
原
料
の
供
給
地
で
も
あ
る
。
新

学
環
構
想
に
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
ふ

ま
え
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
大
学
で

あ
り
続
け
よ
う
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

　「国
立
大
学
は
地
方
創
生
の
中
核
と

し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
自

学
の
教
育
の
特
徴
を
打
ち
出
し
て
い
く

必
要
も
あ
る
。
佐
賀
県
の
歴
史
・
文
化

を
大
切
に
し
つ
つ
、
地
域
の
産
業
界
と

連
携
し
て
、
本
学
独
自
の
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
」（
大
島
一
里
理
事
）。

　加
え
て
、「
少
子
化
が
進
む
中
、
高

校
生
に
選
ば
れ
る
学
環
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
兒
玉
浩
明
学
長
の
考
え

も
あ
っ
た
」
と
大
島
理
事
は
話
す
。「
高

大
連
携
の
取
り
組
み
の
中
で
、
コ
ス
メ

に
興
味
が
あ
る
と
話
す
高
校
生
が
多
く

見
ら
れ
た
。
課
題
研
究
で
化
粧
品
を

テ
ー
マ
に
選
ぶ
農
学
部
の
学
生
も
少
な

く
な
い
。
他
大
学
が
構
想
中
の
学
環
は

文
系
寄
り
の
も
の
が
多
く
、
本
学
の
独

自
性
が
際
立
つ
学
問
分
野
が
よ
い
と
判

断
し
た
」。
コ
ス
メ
を
学
問
と
し
て
扱

う
大
学
は
珍
し
い
が
、
海
外
で
は
一
般

的
な
学
問
分
野
だ
。
さ
ら
に
、
化
粧
品

関
連
企
業
は
年
々
、
増
加
し
続
け
、
専

門
人
材
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

も
後
押
し
に
な
っ
た
と
言
う
。

　同
大
学
が
学
環
新
設
を
め
ざ
す
出
発

点
に
な
っ
た
の
は
、
2
0
2
0
年
に
掲

げ
た
「
佐
賀
大
学
の
こ
れ
か
ら
―
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
―
」
だ
。
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
あ
る
「
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
分
野
横
断
型
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
構
築
」
を
実
現
す
べ
く
、
学
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
10
年
後
、
20

年
後
の
佐
賀
大
学
の
姿
に
つ
い
て
執
行

部
が
議
論
。
そ
の
後
、
設
置
準
備
委
員

会
を
発
足
さ
せ
た
。
同
委
員
会
で
は
、

社
会
の
要
請
や
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
の
分

析
を
基
に
、
新
し
い
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
た
。
当
初
は
い

く
つ
か
の
案
が
出
さ
れ
、
検
討
に
時
間

を
要
し
た
が
、
コ
ス
メ
を
テ
ー
マ
に
定

め
た
後
は
一
気
に
計
画
が
進
展
。
２
０

２
４
年
11
月
に
設
置
準
備
室
を
設
け
、

具
体
的
な
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　コ
ス
メ
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
人
材

に
は
、
多
様
な
学
問
領
域
の
知
識
が
必

須
だ
。
そ
こ
で
、
同
大
学
が
有
す
る
教

育
リ
ソ
ー
ス
を
生
か
し
、
分
野
横
断
型

の
学
び
を
実
現
で
き
る
学
部
等
連
係
課

程
の
「
学
環
」
と
し
た
。
複
数
学
部
の

連
携
に
は
、
教
員
の
理
解
と
協
力
が
欠

か
せ
な
い
。
目
新
し
い
学
問
分
野
で
も

あ
る
た
め
、
当
初
は
消
極
的
な
意
見
も

あ
っ
た
と
い
う
。「
教
員
の
理
解
が
得

ら
れ
た
の
は
、
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
構
築
が
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
大
き
い
。
ま
た
、
普
段
か
ら

執
行
部
と
各
学
部
長
は
活
発
に
意
見
交

換
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
学
環
新
設

に
つ
い
て
の
趣
旨
を
伝
え
た
ほ
か
、
学

部
ご
と
の
説
明
会
も
行
っ
た
」（
大
島

理
事
）。

　昨
年
、
開
催
し
た
同
学
環
を
紹
介
す

る
イ
ベ
ン
ト
「
未
来
発
見
オ
ー
プ
ン
デ

イ
」
に
は
、
首
都
圏
か
ら
の
参
加
者
も

含
め
、
１
０
０
人
を
超
え
る
高
校
生
や

そ
の
保
護
者
が
来
場
。
北
海
道
や
沖
縄

か
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
す
る
参
加

者
が
い
る
な
ど
、注
目
を
集
め
て
い
る
。

設置構想中の
大学に聞く！

佐
賀
大
学

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
学
環（
仮
称
）

地
方
国
立
大
の
新
設
・
改
組
の
こ
れ
か
ら
は
？

理学関係・
農学関係

30名

2026年

入学
定員

設置
年度

学位の
分野

地
方
創
生
の
中
核
と
し
て

県
の
産
業
振
興
に
同
期

ビ
ジ
ョ
ン
を
立
脚
点
に

教
員
の
理
解
と
協
力
を
得
る
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キ
ャ
ン
パ
ス
／
佐
賀
県
佐
賀
市
、佐
賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町

学
生
数（
学
部
）／
5
7
7
4
人

学
部
／
教
育
、芸
術
地
域
デ
ザ
イ
ン
、経
済
、医
、理
工
、農■日本香粧品学会

■日本化粧品技術者会
■化粧品関連企業 など

＊ 商品・サービスのリリース前に、ユーザーにアプローチするためのWebサイト

称号：学士（学術）
学位又は学科の分野：理学関係、農学関係

協力学部協力学部協力学部 ALL佐賀大学協力学部

連係協力学部

化学領域 理学基礎領域

■佐賀県コスメティック産業推進室
（コスメティック構想）
■一般社団法人
ジャパン・コスメティックセンターなど

□講師派遣
□インターンシップ
□工場実習 など

連係協力学部

理工学部

生物学領域

農学部
コスメティックサイエンス学環（仮称）
学士課程 定員30人 

芸術地域
デザイン学部医学部 経済学部 教育学部

地域連携 産業界・学会連携

設置構想中の
大学に聞く！

文学関係
理学関係

150名

2026年

入学
定員

設置
年度

学位の
分野

キ
ャ
ン
パ
ス
／
東
京
都
武
蔵
野
市

学
生
数（
学
部
）／
7
6
3
4
人

　学
部
／
経
済
、経
営
、理
工
、文
、法

成
蹊
大
学

国
際
共
創
学
部
（
仮
称
）

新
設
広
報
の
こ
れ
か
ら
は
？

【国際共創学部特設サイトの構成】
～ターゲットの共感、学びの特徴から
卒業後のキャリアまで豊富なコンテンツ

　1
9
4
9
年
に
政
治
経
済
学
部
1
学

部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
成
蹊
大
学
。
今

で
は
、
理
工
学
部
含
む
5
学
部
体
制
の

総
合
大
学
だ
。
現
在
、
国
際
共
創
学
部

（
仮
称
）
の
2
0
2
6
年
開
設
を
め
ざ

し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
成
蹊
学
園

は
創
立
当
初
か
ら
気
象
観
測
所
を
設
け

て
気
象
デ
ー
タ
を
取
り
続
け
る
な
ど
、

環
境
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
こ
の

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
を
さ

ら
に
強
化
し
、
社
会
課
題
の
理
解
・
解

決
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
の
が
新
学

部
設
置
の
狙
い
だ
。

　同
学
部
に
は
「
国
際
日
本
学
専
攻
」、

「
環
境
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
専
攻
」

が
設
け
ら
れ
、
学
生
は
理
論
と
実
践
の

両
面
か
ら
学
べ
る
。
こ
れ
ら
の
専
攻
を

置
く
の
は
、
現
代
社
会
の
諸
課
題
は
文

系
と
理
系
を
横
断
し
た
「
文
理
複
眼
」

で
考
え
な
け
れ
ば
、
解
決
策
は
見
い
だ

せ
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。

　「自
分
の
興
味
や
得
意
分
野
を
生
か

し
な
が
ら
、文
理
双
方
の
視
点
を
持
ち
、

共
創
し
な
が
ら
課
題
解
決
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
る
」
と
い
う
新
し
い
タ
イ
プ
の

文
理
複
眼
型
教
育
は
、
学
部
づ
く
り
に

加
え
、
そ
の
広
報
も
大
き
な
挑
戦
だ
。

そ
こ
で
、「
従
来
の
や
り
方
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
設
広
報
に
挑
ん
だ
」（
企
画

室
の
賀
屋
周
防
広
報
グ
ル
ー
プ
長
）。

　ま
ず
、
重
視
し
た
の
は
早
期
か
ら
の

情
報
発
信
だ
。
多
く
の
大
学
が
ひ
し
め

く
首
都
圏
で
、
高
校
生
の
志
望
大
候
補

と
な
る
た
め
に
は
、
他
大
学
の
広
報
活

動
が
本
格
化
す
る
前
の
高
２
・
３
月
ま

で
に
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
鍵
だ
か

ら
だ
。
2
0
2
4
年
2
月
に
は
、
い
ち

早
く
＊
テ
ィ
ザ
ー
サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
。

11
月
か
ら
は
各
専
攻
の
学
び
の
特
徴
、

内
容
、
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
ビ
ジ
ュ
ア

ル
を
用
い
て
紹
介
し
始
め
る
。
3
月
の

高
校
向
け
説
明
会
に
向
け
て
サ
イ
ト
に

誘
引
す
る
チ
ラ
シ
も
速
や
か
に
用
意
。

構
想
中
の
段
階
で
の
広
報
は
至
難
の
業

だ
が
、
そ
の
時
点
で
出
せ
る
情
報
は
最

大
限
、
発
信
し
て
い
る
と
言
う
。

　早
期
で
ま
め
な
広
報
展
開
が
可
能
に

な
っ
た
の
は
、
設
置
に
向
け
た
組
織
体

制
の
存
在
が
大
き
い
。
従
来
は
、
学
長

室
が
各
部
署
や
教
員
と
や
り
取
り
し
つ

つ
、各
自
が
担
当
業
務
を
進
め
て
い
た
。

今
回
は
、
関
連
す
る
教
職
員
に
よ
る
設

置
委
員
会
を
つ
く
り
、
教
職
協
働
で
連

携
し
て
進
め
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。

　委
員
会
で
は
、
進
行
状
況
や
現
状
の

課
題
を
皆
で
共
有
し
、
次
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
検
討
す
る
。
具
体
的
な
施
策
は

テ
ー
マ
別
に
設
置
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
（
W
G
）
が
担
い
、
広
報
は
広

報
の
W
G
で
進
め
る
。
そ
の
結
果
、
広

報
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
新
学
部

の
中
身
の
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
が
上

が
り
、
早
期
か
ら
情
報
発
信
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　併
せ
て
広
報
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に

し
た
。
高
校
向
け
の
説
明
会
を
担
う
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
室
宮
坂

剛
課
長
は
、
高
校
の
反
応
に
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
と
話
す
。「
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
、
探
究
学
習
な
ど
を
き
っ
か

け
に
社
会
課
題
に
興
味
を
持
ち
、
何
か

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
高
校
生
。
説
明
会
で
高
校
側
に
話

を
聞
く
と
、
そ
う
し
た
生
徒
が
わ
れ
わ

れ
の
想
定
以
上
に
多
い
感
触
を
得
た
」。

　今
後
は
、
サ
イ
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

拡
充
予
定
だ
。「
新
学
部
の
学
び
に
対

し
て
興
味
を
持
つ
高
校
生
は
多
い
は

ず
。
各
専
攻
の
特
徴
を
さ
ら
に
打
ち
出

し
、
何
が
で
き
る
の
か
を
紹
介
す
る
動

画
や
Q
&
A
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
り

た
い
。
高
校
生
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

教
育
内
容
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
を
、

し
っ
か
り
、丁
寧
に
伝
え
て
い
く
」（
賀

屋
氏
）。

文
理
複
眼
で
課
題
解
決
を

め
ざ
す
学
部
を
計
画

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
、

早
期
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
明
確
化

「文理複眼」の学びの特徴を
直感的に伝える工夫

サイトのキービジュアル

高校生の疑問別に
学びを紹介する工夫

▶キービジュアル
▶高校生のふとした疑問⇒オススメの学び
▶ショート動画
▶4つの学びの特色⇒詳細
▶学べる分野
▶養うスキル
▶学部長インタビュー
▶国際教育と留学
▶卒業後の進路
▶目指せる職業
▶目指せる資格
▶専攻の特徴
▶学びのテーマ例
▶4年間のカリキュラム
▶具体的な授業例
▶目指す将来像（マトリックス表で提示）
▶目指せる職業
▶就職サポート
▶目指せる資格

各専攻別
情報

共感

学び

キャリア

＊

＊入学定員等は現時点での予定であり、今後変更される場合があります。 ＊入学定員等は現時点での予定であり、今後変更される場合があります。 


